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成果と今後の課題

【成果】　作業が遅い児童生徒は、iPadの学習内容を見ながら自分のペースに合わせて作成できる。
　
【課題】　ＴＶモニターで映し出す場合、一人ひとりに合わせることが難しい。スライドショーなどの工夫が必要。

大阪市立 タイトル（テーマ） 光陽 3

光陽 　iPadの写真機能とKeynoteを使って簡単に学習内容を作成！
平成

特別支援学校

対象の児童生徒 取り組みの内容・授業の様子等

病弱部　小・中学 部 　　　学習内容を画像で示すこと（多人数の授業ではＴＶモニター等に映し出す。）により、
　　見通しを持って授業を受けることができる。

　・iPadで作成過程を写真にとり、Keynoteに貼り付けるだけでOK。
　
　・１回の説明で理解できない児童生徒や、欠席により前時の学習が分からない児童生徒は、
　　何回も見ることができるため、遅れを取り戻すことができる。

　　＜クリスマスリース作りの授業例（くつ下作成過程）＞

全学 年

困り感

・先生の説明を１回
　で理解できず、つ
　いていけない児童
　生徒がいる。

・欠席により授業に
　遅れている場合、
　前時の学習内容が
　分からないとつい
　ていけないことが
　ある。
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